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議員発議により議員の定数を
２０名とする条例案を可決

経過 この件については、平成１９年４月１８日の全員協議会で、削減することを決定し、無記名のアンケー

ト調査を実施した。

その後、議会運営委員会で、アンケート結果をもとに慎重に審議を行い、類似団体との比較等を参考に

し、議員定数を２０名とすることに決定した。

平成１９年第３回定例会が、９月１１日から１０月２日まで、２２日間

の会期で開催され、下記議案の審議をおこなった。

●発議案件 ４件
●条例改正案 ５件
●公有水面埋立免許出願 ３件
●一般会計補正予算（第２号）
●特別会計補正予算 ８件
●工事請負契約の締結 ４件
●一般会計補正予算（第３号）

発議第７号 西海市議会議員の定数を定める条例の制定について
西海市議会議員の定数は、地方自治法第９１条第１項の規定により２０人とする。 （全員賛成 可決）

〈削減効果〉約３千５百万円

発議第８号 地方財政の充実・強化を求める意見書 （全員賛成 可決）
１．国：地方の税収割合５：５の実現にむけて、さらなる税源委譲と国庫補助負担金の改革を進め、地方自治

の確立と分権改革の基盤整備につながる税財政制度の改革を進めること。特に、自治体間財政力格差を是

正するための地方税の充実強化を図ること。

２．国が法令に基づく事業実施を自治体に義務付け、自治体間の財政力格差が大きい現状においては、地方交

付税制度の財源保障と財政調整の機能を堅持し、自治体間の安定的な財政運営に必要な一般財源の総額を

確保すること。

３．地方自治体の意見を十分に踏まえた対処を行うこと。

発議第９号 道路特定財源の見直しに関する意見書 （全員賛成 可決）
道路特定財源は、地方が真に必要としている道路整備のために十分確保するとともに、既存道路ネットワーク

の有効活用策としての有料道路の料金値下げや無料化のために充当すること。

高齢化社会への対応や地球温暖化防止のため、自動車に過度に依存しない社会の実現に向けた公共交通のさら

なる整備などに道路特定財源を充当できるよう、必要に応じて使途の拡大を図ること。

発議第１０号 割賦販売法の抜本的改正に関する意見書 （全員賛成 可決）
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議審の案例条
条例案は、所管の各常任委員会で審議され、すべて原案のとおり可決された。

（総務文教）
議案第６５号 西海市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定について
主な改正の内容

条文中「旅費」を「費用弁償」に改める。特別職に新たに「産業医」を加える。

主 な 質 疑

質問 産業医は、市の職員が相談する医師か。

答弁 産業医に市の職員の健康管理に関する指導、助言をいただくことを予定している。
質問 職員が相談しようとすれば、いつでも受診できるのか。

答弁 月２回の限られた日となる。

（厚生）
議案第６６号 西海市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について

主な改正の内容

臨時排出（家庭系）一般廃棄物処理手数料及び事業系一般廃棄物処理手数料の料金改定を行う。

主 な 質 疑

質問 １０キロあたり４０円の手数料の根拠は。

答弁 長崎市が１０キロで３０円、佐世保市が１０キロあたり５３円であり、その中間をとった。
質問 予測ではどれくらいの収入が見込まれるか。

答弁 １８年度実績が２９０万円。同じ量が持ち込まれた場合７１０万円。

（厚生）
議案第６７号 西海市風早地区地域振興資金条例を廃止する条例の制定について

主な改正の内容

西彼町風早地区に計画していた広域ごみ処理施設の建設を断念したことに伴い、同地区の振興策を

目的とした資金を今回「補償金」として支出するため、本条例の廃止を提案する。

主 な 質 疑

質問 地区の振興に使う基金ということで制定したと思うが、補助金としては難しいというこ

とであった。あの基金条例は何だったのか。

答弁 新市で平成１７年１０月１１日に基金条例を制定したが、合併前に地元と広域連合との約束の

中で補償金として使えるような形で合意していた。

（産業建設）
議案第６８号 西海市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

主な改正の内容

暴力団員に対する入居の制限である。

主 な 質 疑

質問 暴力団員の見極めというのは、非常に難しい。暴力団員と自分で名乗る人はいない。実

際に退去させることができるかどうか。

答弁 他の自治体の対策を調べてみたところ、入居時に暴力団員でないことの誓約書を取ると

か、警察に照会をして、暴力団員でないことの証明書を発行してもらうというのがある

ようだ。

現実問題としては、暴力団員の特徴的なものとして、収入の申告をしていない。また、

税の滞納が多いなど、威圧的な態度が想定される。現在、暴力団員ということで威圧す

るケースは、西海市内では聞いていない。
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項事告報
報告事項は報告のみであり、議会では審議しない。

報告第１２号 財団法人西海市崎戸振興公社平成１８事業年度決算報告等について
西海市崎戸振興公社清算
純 損 益 金 ４６，７５０千円
資本金取り崩し １，０００千円
西海市補助金 ４６，０１４千円
残 金 ２６４千円を西海市に返納。

報告第１３号 生き活き咲き都株式会社平成１９事業年度事業計画及び予算並びに平成１８事業年度決算報告に
ついて
決算 収入 ２０，５８８千円

支出 １８，１２１千円
利益 ２，４６７千円

報告第１４号 株式会社大島町中央商店街振興公社平成１９事業年度事業計画及び予算並びに平成１８事業年度
決算報告について
決算 収入 １４，６００千円

支出 １１，１８４千円
利益 ３，４１６千円

報告第１５号 財団法人西海市農業振興公社平成１９事業年度事業計画及び予算並びに平成１８事業年度決算報
告について
決算 収入 １４，０５９千円

支出 １９，８３４千円
損失 △５，７７５千円

報告第１６号 平成１８事業年度長崎県市町村土地開発公社決算報告書について
決算 収入 １，５５９千円

支出 ６，３８６千円
損失 △４，８２７千円

補正予算案を原案可決 （単位千円）

主 な 内 容

個別検診事業・小中学校耐震補強事業・災害復旧
事業
前年度決算剰余金の法定積立金・医療国庫負担金
の返還金・人間ドック委託料
人事異動による給与費の減
人事異動による給与費の増額・農業集落排水、地
域し尿処理事業の施設の補修
施設改修事業・財政調整基金への積立金

介護認定調査のための経費の増額・承継介護事務
特別会計への繰出金の増額
介護保険給付費の確定に伴う減額

人事異動による給与費の減額
人事異動による増額分の調整・医療機器保守点検
料の増加
損害賠償に伴う被害者との和解に要する経費

補正後の総額

１９，２２３，９４４

４，８６７，２６９

１，０６２，１５９
２，３４１，５６５

２２８，４２１

２，９３０，４７９

５５４，９４１

１９６，９４６
７２０，８７０

１９，２２４，８３０

補正額

３３５，８７１

１９１，７３２

△１６，４８２
１９，５３３

７，１０４

△３，２６５

△１，１６６

△１，８９３
１，３２６

８８６

予 算 区 別

一般会計補正２号

国民保健特別会計補正１号

簡易水道事業特別会計補正１号
下水道事業特別会計補正２号

特別養護老人ホーム大崎やすらぎ
荘特別会計補正１号
介護保険特別会計補正１号

西彼杵広域連合介護保険事務承継
特別会計補正１号
水道事業会計補正１号
市立病院事業会計補正１号

一般会計補正第３号
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産
業
・
建
設

厚

生

�
財
政
力
の
格
差
を
な
く
せ
�

○
国
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
相

互
間
の
過
不
足
を
調
整
す
る
こ
と

に
よ
る
、
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
な
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
の
確
保
を
図
る
べ
く

意
見
書
案
を
検
討
し
た
。

�
市
内
業
者
を
守
れ
�

○
入
札
に
お
け
る
設
計
書
の
閲
覧

方
法
（
Ｃ
Ｄ
化
）
の
見
直
し
、
市

内
業
者
の
ラ
ン
ク
付
け
算
定
係
数

改
善
及
び
指
名
の
透
明
性
を
図
る

公
表
の
実
施
を
要
望
す
る
。

�
指
定
管
理
移
行
で
い
い
の
か
�

○「
大
島
若
人
の
森
」
を
指
定
管

理
者
制
度
に
移
行
す
る
の
は
、
条

例
の
設
置
目
的
か
ら
す
る
と
再
考

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

市
立
「
大
島
幼
稚
園
」
は
、
平
成

二
十
一
年
度
を
目
途
に
民
間
委
譲

予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
立

と
比
べ
て
保
護
者
負
担
額
に
相
当

の
格
差
が
あ
り
、
円
滑
な
委
譲
の

た
め
の
対
策
を
す
べ
き
で
あ
る
。

�
産
炭
地
域
活
性
化
基
金
の
活
用

で
改
修
を
急
げ
�

○
松
島
西
泊
地
区
の
排
水
路
計
画

に
補
助
金
申
請
を
行
い
、
本
年
度

事
業
で
整
備
す
る
。
ま
た
、
崎
戸

地
区
、
西
泊
地
区
海
岸
の
ボ
タ
流

出
防
止
対
策
は
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
手
付
か
ず
の
状
態
で

あ
る
。

�
下
水
処
理
二
十
二
年
度

一
部
供
用
開
始
で
急
ピ
ッ
チ
�

○
瀬
戸
処
理
区
は
、
処
理
人
口
四

千
百
人
、
総
事
業
費
四
十
五
億
七

千
三
百
万
円
、
平
成
三
十
年
度
完

成
予
定
。

○
大
串
処
理
区
は
、
処
理
人
口
二

千
九
百
人
、
総
事
業
費
三
十
九
億

六
千
三
百
万
円
、
平
成
二
十
八
年

度
完
成
予
定
。

�
貸
付
金
四
千
二
百
万
円
ど
こ
に
�

○「
大
島
ま
ち
お
こ
し
公
社
」
が
、

解
散
に
向
け
て
四
月
か
ら
休
業
中

で
あ
る
。
市
は
、
こ
の
公
社
を
任

意
清
算
す
る
予
定
で
、
経
営
責
任

は
問
わ
ず
、
債
権
放
棄
す
る
予
定

で
あ
る
。

�
西
彼
・
西
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
耐
用
年
数
せ
ま
る
�

○
基
本
計
画
の
策
定
を
現
在
行
っ

て
い
る
。
建
設
場
所
の
用
地
、
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
を
考
え
れ
ば

五
年
間
を
目
途
に
進
め
る
方
向
で

あ
る
が
、
交
渉
等
も
あ
る
の
で
遅

れ
て
い
る
。
慎
重
に
処
理
施
設
建

設
に
向
け
て
努
力
し
て
ほ
し
い
。

�
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
健

事
業
に
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
導
入
を
求
め
る
要
望
�

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
実
施

さ
れ
た
と
し
て
も
、
保
健
事
業
の

一
環
と
し
て
、
助
成
は
必
要
と
の

観
点
か
ら
、
こ
の
要
望
書
は
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。

�「
後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以

上
）
医
療
制
度
」
来
年
四
月
か
ら

開
始
�

○
二
十
年
四
月
か
ら
は
、
県
単
位

の
全
市
町
村
で
「
広
域
連
合
」
を

組
織
運
営
し
、
財
源
は
公
費
五
十

％
、
国
民
健
康
保
険
・
被
用
者
保

険
か
ら
四
十
％
の
支
援
金
を
出
し
、

残
り
の
十
％
を
保
険
料
と
し
て
徴

収
す
る
こ
と
に
な
る
。

医
療
費
の
自
己
負
担
金
は
、
新

制
度
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

�
今
後
の
日
程
と
問
題
点
�

○
十
一
月
に
保
険
料
が
設
定
さ
れ

る
。
県
下
同
一
保
険
料
に
な
る
が
、

現
在
、
市
町
間
に
お
け
る
一
人
あ

た
り
の
医
療
費
に
か
な
り
の
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
最
大
二
倍
弱
の
開

き
が
あ
る
。
当
然
、
負
担
増
に
な

る
市
町
も
出
て
く
る
。

公
平
性
を
保
つ
に
は
、
保
険
料

の
ほ
か
に
、
地
域
の
特
性
を
考
慮

し
た
保
健
事
業
の
取
り
組
み
等
、

格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
も
大
切

と
思
わ
れ
る
。

告報査調会員委任常

長
崎
県
市
町
村
会
館
に
設
置

「
大
島
若
人
の
森
」
宿
泊
施
設

浸食されるボタ（崎戸町阿房下）

西彼クリーンセンターでの説明
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第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
は

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
内
の
道
路維

持
は

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
有
の
美
術
品
の

管
理
は

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

●９月の定例会では１４人の議員が登壇しました。

一般質問一一般般質質問問 こここここここここここここここここここここここここれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれががががががががががががががががががががががががが聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞きききききききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

十
四
社
の
企
業
（
第
三

セ
ク
タ
ー
）
に
株
主
と
し
て
税
金

を
投
資
し
て
い
る
。

関
係
企
業
の
運
営
状
況
を
市
民

に
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

国
・
総
務
省
の
指
針
を

受
け
て
、「
西
海
市
第
三
セ
ク
タ
ー

及
び
そ
の
他
出
資
団
体
等
見
直
し

に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
て
い

る
。経

営
状
況
が
厳
し
い
第
三
セ
ク

タ
ー
等
は
、
外
部
調
査
や
監
査
実

施
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
議
会
等

に
も
財
務
諸
表
の
公
表
を
行
う
。

株
式
会
社
（
第
三
セ
ク

タ
ー
）
に
対
し
、
出
資
金
以
外
の

助
成
は
、
自
治
体
と
会
社
の
契
約

で
の
み
、
執
行
で
き
る
も
の
と
考

え
る
が
。

積
極
的
な
投
資
ま
た
は

経
営
悪
化
等
の
対
応
は
、
出
資
者

と
し
て
の
、
行
政
の
か
か
わ
り
の

必
要
性
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
た
な
公
的
支
援
に
つ
い
て
は
、

単
な
る
赤
字
補
て
ん
を
目
的
と
し

た
支
援
で
は
な
く
、
公
共
性
の
観

点
か
ら
判
断
し
、
今
後
の
見
通
し

を
含
め
て
出
資
団
体
と
協
議
の
う

え
で
、
手
続
を
踏
ま
え
対
応
し
て

い
く
。

第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
し

損
失
補
て
ん
の
契
約
は
な
い
か
。

赤
字
に
な
っ
た
時
の
損

失
補
て
ん
契
約
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
自
治
体
が
お
こ
し
た
企

業
は
、
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
と

い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
判
断
を
し

て
い
る
。

市
道
の
危
険
箇
所
の
把

握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

直
営
班
の
見
回
り
と
、

各
行
政
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
危

険
箇
所
に
つ
い
て
は
現
地
調
査
を

行
い
、
必
要
性
を
考
慮
し
、
改
修

工
事
、
安
全
施
設
の
設
置
等
を

行
っ
て
い
る
。

市
民
に
委
託
し
て
い
る

市
道
の
維
持
は
一
世
帯
あ
た
り
の

負
担
に
差
は
な
い
の
か
。

各
行
政
区
で
一
世
帯
あ

た
り
の
負
担
の
差
の
不
均
衡
を
、

報
償
費
で
調
整
し
て
い
る
。

住
民
の
善
意
に
よ
る
市
道
管
理

は
住
民
参
加
が
基
本
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

市
道
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
行

政
区
長
と
協
議
を
重
ね
、
効
率
の

よ
い
管
理
を
行
う
。

市
内
の
国
道
は
何
年
も

補
修
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に

荒
れ
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

県
と
の
協
議
は
。

国
道
の
管
理
等
に
つ
い

て
は
協
議
は
し
て
い
な
い
。

今
後
、
県
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
迅
速
な
維
持
管
理
の
対
応
を

と
れ
る
よ
う
努
め
る
。

旧
町
時
代
に
購
入
や
寄

付
な
ど
に
よ
り
市
の
所
有
と
な
っ

た
歴
史
的
文
化
財
及
び
美
術
品
の

管
理
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

総
合
支
所
で
展
示
し
、

管
理
し
て
い
る
。

一
部
は
市
長
室
、
副
市
長
室
、

会
議
室
等
で
展
示
し
て
い
る
。

な
か
に
は
人
目
に
触
れ
な
い
よ

う
な
場
所
に
保
管
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、

広
く
市
民
が
鑑
賞
で
き
る
よ
う
検

討
し
、
市
の
財
産
と
し
て
よ
り
よ

い
活
用
を
図
り
た
い
。

市
内
に
美
術
品
と
呼
べ

る
も
の
は
。

美
術
品
と
し
て
の
価

値
判
断
が
困
難
で
あ
る
が
、
作
品

リ
ス
ト
を
作
成
す
る
方
向
で
検
討

に
入
っ
て
い
る
。

台
帳
等
が
未
整
備
で
あ
る
た
め
、

再
度
入
念
な
調
査
を
実
施
し
、
整

備
を
図
り
、
適
切
な
保
存
管
理
に

努
め
、
公
開
し
た
い
。

小
柳
創
生
画
伯
の
絵
を

市
民
に
公
開
し
て
は
。

西
海
市
に
と
っ
て
は

一
級
品
の
絵
画
で
あ
る
。

常
設
展
示
あ
る
い
は
、
あ
る
期

間
だ
け
企
画
展
形
式
で
、
鑑
賞
し

て
い
た
だ
く
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

も
り
ぐ
ち

あ
き
の
り

森
口

昭
徳
議
員

小柳創生画伯の絵「西彼の朝」
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一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

議
員

市
長

公
営
住
宅
使
用
料
に
対
す
る
収
納
対
策
の
強
化
を
図
れ

議
員

市
長

議
員

市
長

人
口
一
万
人
あ
た
り
の

本
市
の
職
員
数
は
一
〇
一
・
五
一

人
で
、
類
似
団
体
平
均
値
一
〇

四
・
七
二
人
よ
り
少
な
い
。
そ
れ

で
も
財
政
を
考
慮
し
現
在
の
職
員

数
四
百
五
十
八
人
を
、
平
成
二
十

二
年
四
月
に
は
四
百
二
十
九
人
に

削
減
す
る
と
し
て
い
る
。

一
方
本
市
の
人
件
費
は
、
市
民

一
人
あ
た
り
約
十
二
万
千
円
で
、

平
成
二
十
二
年
度
で
は
約
十
二
万

八
千
円
、
約
〇
・
五
％
上
昇
す
る

と
い
う
。
抜
本
的
な
人
件
費
削
減

対
策
は
、
ま
た
類
似
団
体
の
市
民

一
人
あ
た
り
の
人
件
費
は
。

職
員
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
八
年
四
月
に
給
料
表

の
水
準
を
四
・
八
％
引
き
下
げ
る

な
ど
の
給
与
構
造
の
抜
本
的
な
改

革
を
実
施
し
、
本
年
度
も
労
務
職

員
の
給
与
水
準
に
つ
い
て
、
県
の

現
業
職
員
に
準
じ
た
見
直
し
を
職

員
組
合
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

今
後
も
定
員
適
正
化
管
理
計
画

に
基
づ
く
職
員
数
削
減
や
民
間
委

託
等
の
推
進
な
ど
、
可
能
な
も
の

か
ら
人
件
費
削
減
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
類
似
団
体
の
市
民
一
人
あ

た
り
の
人
件
費
は
、
平
成
十
七
年

度
の
一
般
会
計
で
の
数
値
で
九
万

四
千
百
四
十
五
円
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
の
十
七
年
度
一
般
会
計
に
お

け
る
市
民
一
人
あ
た
り
の
人
件
費

は
九
万
三
千
四
百
三
十
二
円
で
、

お
お
む
ね
類
似
団
体
の
平
均
値
と

均
衡
し
て
い
る
。

類
似
団
体
に
つ
い
て
だ

が
、
長
崎
県
が
公
表
し
て
い
る
平

成
十
七
年
度
一
般
会
計
決
算
の
市

町
村
財
政
分
析
比
較
表
に
よ
る
と
、

人
口
一
万
人
あ
た
り
の
職
員
数
は

類
似
団
体
の
平
均
が
九
十
六
・
〇

人
、
本
市
が
一
〇
一
・
二
人
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
が
類
似
団
体

よ
り
も
五
・
二
人
多
い
。

一
方
、
第
二
版
の
行
財
政
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
同
様
の

職
員
数
は
類
似
団
体
の
平
均
が
一

〇
四
・
七
二
人
、
本
市
が
一
〇

一
・
五
一
人
で
、
本
市
が
類
似
団

体
よ
り
も
三
・
二
人
少
な
い
と
し

て
い
る
。
そ
の
差
は
八
・
四
人
で

非
常
に
大
き
い
。
公
表
に
つ
い
て

は
県
と
西
海
市
と
、
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
か
。本

市
の
場
合
は
、
地
方

行
政
財
政
調
査
研
究
会
が
出
し
て

い
る
資
料
を
も
と
に
、
類
似
団
体

と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

単
年
度
に
お
け
る
本
市

の
住
宅
使
用
料
未
納
は
、
平
成
十

七
年
度
百
十
六
人
で
一
千
四
百
四

十
四
万
五
千
八
百
二
十
円
、
平
成

十
八
年
度
百
二
十
九
人
で
一
千
四

百
七
十
七
万
一
千
三
百
八
十
円
で

増
加
傾
向
に
あ
る
。

平
成
二
年
度
か
ら
の
過
年
度
分

未
納
額
累
計
は
、
五
千
八
百
八
十

万
八
千
七
百
三
十
五
円
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
未
納
額
に
対
す

る
今
後
の
収
納
対
策
は
。

単
年
度
の
未
納
増
加
原

因
は
、
旧
町
時
代
か
ら
継
続
し
て

滞
納
し
て
い
る
長
期
及
び
高
額
滞

納
者
が
大
半
で
あ
る
。
長
期
及
び

高
額
滞
納
者
に
は
、
今
後
法
的
措

置
を
と
る
べ
く
詳
細
な
調
査
を
実

施
し
て
い
く
の
と
併
行
し
、
毎
月

の
徴
収
日
に
は
分
納
誓
約
書
の
提

出
や
誓
約
履
行
を
促
し
て
い
る
。

当
年
度
分
の
未
納
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
未
納
翌
月
に
直
接
訪
問
徴

収
や
納
付
依
頼
を
繰
り
返
し
実
施

し
て
い
る
。
滞
納
徴
収
等
に
応
じ

な
い
悪
質
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、

議
会
に
諮
り
法
的
措
置
を
と
り
た

い
。滞

納
事
務
を
強
化
す
る
た
め
に
、

住
宅
管
理
班
に
滞
納
担
当
を
配
置

し
対
応
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な

る
徴
収
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

資
料
に
よ
る
と
、
未
納

者
の
な
か
で
一
年
以
上
の
滞
納
者

が
九
十
五
人
も
い
る
と
い
う
の
は
、

西
海
市
営
住
宅
管
理
条
例
に
不
備

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
条
例

で
は
家
賃
は
支
払
わ
れ
る
も
の
だ

と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現
実

に
は
長
期
滞
納
者
が
多
数
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
想
定
し
た
条
例
に

改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
連
帯
保
証
人
を
五
人

以
上
に
す
る
と
か
、
三
ヵ
月
以
上

滞
納
し
た
ら
即
保
証
人
に
そ
の
支

払
い
を
請
求
す
る
と
か
、
五
ヵ
月

以
上
だ
と
明
け
渡
し
の
請
求
を
す

る
と
か
、
六
ヵ
月
以
上
だ
と
民
事

調
停
の
申
し
立
て
を
し
、
不
成
立

の
場
合
は
強
制
執
行
の
訴
訟
を
起

こ
す
と
か
の
滞
納
防
止
策
を
折
り

込
ん
だ
誓
約
書
を
、
入
居
時
に
必

ず
入
居
者
か
ら
取
る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
か
。提

案
事
項
に
つ
い
て
は
、

誓
約
書
や
入
居
に
関
す
る
い
ろ
ん

な
契
約
書
の
な
か
に
条
項
と
し
て

盛
り
込
ん
で
み
る
こ
と
も
、
検
討

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

い
わ
も
と

と
し
お

岩
本

利
雄
議
員

人
件
費
の
削
減
を

西海市役所
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一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

議
員

産
業
振
興
部
長

議
員

産
業
振
興
部
長

議
員

市
長

収
入
役

議
員

市
長

ご
み
焼
却
施
設
の
基
本
的
な
取
り
組
み
は

議
員

市
長

議
員

市
民
環
境
部
長

バ
イ
オ
マ
ス
総
合
利
活
用
事
業
の
採
算
性
は

議
員

市
長

市
長
は
、
六
月
定
例
会

に
お
い
て
「
貸
付
金
を
解
消
し
な

い
限
り
、
特
別
清
算
と
な
り
、
多

額
の
経
費
と
時
間
を
要
す
る
。
議

会
の
同
意
を
得
て
不
良
債
権
と
し

た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

こ
の
答
弁
を
踏
ま
え
、
去
る
八

月
七
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
こ

の
貸
付
金
の
放
棄
と
、
関
連
二
議

案
が
上
程
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
市
長
は
公
社
の
財
務
状
況
を

精
査
し
た
う
え
で
、
改
め
て
提
案

し
た
い
と
し
て
、
三
議
案
を
取
り

下
げ
た
。
そ
こ
で
公
社
の
現
在
の

財
務
状
況
は
。

平
成
十
九
年
三
月
末
を

も
っ
て
休
業
し
、
現
在
債
権
回
収

に
努
め
て
い
る
。

合
併
直
前
の
三
月
二
十

二
日「
大
島
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
」

が
大
島
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
そ

の
額
三
千
六
百
万
円
が
特
別
損
失

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
七
年

度
に
四
千
二
百
万
円
の
欠
損
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
行

為
は
、
商
法
の
粉
飾
決
算
に
あ
た

る
と
思
う
が
。

専
門
の
会
計

士
を
通
じ
て
決
算
が
な
さ
れ
て
お

り
、
粉
飾
決
算
に
は
あ
た
ら
な
い
。

合
併
前
に
資
本
金
一
億

二
千
八
百
万
円
を
減
資
し
て
未
処

理
損
失
は
九
十
三
万
円
に
な
っ
た
。

そ
の
時
期
に
清
算
を
し
、
公
社
を

解
散
し
て
お
れ
ば
、
現
在
の
八
千

三
百
万
円
の
損
失
は
生
じ
な
か
っ

た
の
で
は
。

新
市
に
希
望

を
も
っ
て
引
き
継
が
れ
た
。

資
本
金
の
有
効
性
に
つ

い
て
。
こ
の
貸
付
金
は
、
支
出
負

担
行
為
で
あ
り
、
金
銭
消
費
貸
借

を
交
わ
す
べ
き
で
は
。

市
の
規
則
上
、
一
部
不

備
が
あ
る
が
、
法
律
上
の
義
務
づ

け
は
な
く
、
有
効
で
あ
る
。

契
約
規
則
関
係
に
若

干
抵
触
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
る
。

役
員
の
責
任
と
清
算
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

取
締
役
に
経
営
責
任
を

求
め
る
こ
と
は
、
法
的
に
も
道
義

的
に
も
で
き
な
い
。

地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
会

社
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
を
果
た

す
べ
く
、
公
社
に
対
す
る
債
権
放

棄
を
行
い
、
任
意
清
算
に
よ
り
解

散
し
た
い
。

�
ご
み
処
理
量
（
可
燃

物
）
の
見
通
し
に
つ
い
て

�
基
本
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

�
広
域
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

�
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
と
の

関
連
性
に
つ
い
て

�
平
成
十
八
年
度
の
処

理
量
は
年
間
六
千
六
百
ト
ン
で

あ
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
度
に
は
、
汚
泥

処
理
等
も
含
め
七
千
五
百
ト
ン
を

予
測
し
て
い
る
。

�
平
成
二
十
五
年
度
稼
動
を
目
標

に
、
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
の
方

式
決
定
を
行
う
。

�
本
市
と
し
て
は
単
独
建
設
の
意

向
で
決
定
し
た
。

�
生
ご
み
汚
泥
は
、
新
し
い
焼
却

炉
で
処
理
す
る
。

ご
み
処
理
基
本
計
画
に

よ
れ
ば
、
長
崎
市
に
搬
入
し
た
方

が
、
年
間
一
億
三
千
万
円
安
く
な

る
試
算
に
な
る
が
。

十
五
年
間
の

試
算
で
、
単
独
で
施
設
を
作
っ
た

場
合
、
約
四
億
円
（
年
間
二
千
六

百
万
円
）
安
く
な
る
。

�
事
業
主
体
を
西
海
市

と
す
る
か
、
民
間
と
す
る
か
。

�
採
算
性
に
つ
い
て
（
特
に
成
分

調
整
ペ
レ
ッ
ト
型
有
機
肥
料
の
販

売
に
つ
い
て
）

�
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画
と
の

関
連
性
に
つ
い
て

�
ど
こ
が
事
業
主
体
で

行
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
実
施

計
画
の
策
定
の
段
階
で
選
定
す
る
。

�
事
業
計
画
で
は
、
二
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
袋
を
九
百
円
で
、
二
十
五
万

二
千
袋
を
販
売
の
予
定
だ
が
、
実

施
計
画
策
定
時
に
、
試
算
を
行
い
、

施
設
の
規
模
を
決
定
す
る
。

�
生
ご
み
に
つ
い
て
は
、
ご
み
処

理
施
設
で
行
う
。

あ
さ
だ

ゆ
き
お

浅
田

幸
夫
議
員

大
島
ま
ち
お
こ
し
公
社
は
法
的
清
算
を

無償譲渡された大島観光物産センター
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一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

議
員

市
長

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て
問
う

議
員

市
長

議
員

市
長

大
島
ま
ち
お
こ
し
公
社

運
営
と
貸
付
金
は

議
員

市
長

議
員

市
長

違
法
貸
付
の
実
態
と
現

入
居
者
へ
の
対
応
は
万
全
か
。

本
来
公
営
住
宅
は
、
困

窮
す
る
低
所
得
者
に
対
し
て
低
廉

な
家
賃
で
賃
貸
し
、
ま
た
は
転
貸

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
生
活
の

安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
が
目
的
。

公
募
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
、

個
人
名
で
契
約
し
、
収
入
申
告
に

基
づ
き
家
賃
を
設
定
し
、
管
理
す

べ
き
と
こ
ろ
を
大
島
町
の
真
砂
Ａ

－

１
棟
、
真
砂
改
良
住
宅
十
一
棟
、

徳
万
Ｂ－

４
棟
に
お
い
て
公
募
に

よ
ら
な
い
入
居
者
の
決
定
、
企
業

名
義
で
の
貸
付
、
最
低
家
賃
の
設

定
等
、
不
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ

て
い
た
。

入
居
者
へ
は
こ
こ
に
至
っ
た
経

緯
の
説
明
、
八
月
か
ら
の
家
賃
の

適
正
処
理
と
九
月
ま
で
の
退
去
の

お
願
い
を
行
っ
た
。

適
正
家
賃
と
実
際
徴
収

家
賃
と
の
差
額
は
。
利
益
、
不
利

益
者
へ
の
対
処
方
法
を
問
う
。

平
成
十
九
年
八
月
現
在

入
居
者
二
十
三
戸
に
つ
い
て
比
較

算
定
す
る
と
、改
定
前
の
収
入
額
が

二
十
五
万
三
千
円
、
適
正
家
賃
適

用
額
五
十
四
万
一
千
円
、
そ
の
差

は
毎
月
二
十
八
万
八
千
円
、
年
額

で
三
百
四
十
五
万
六
千
円
と
な
る
。

利
益
、
不
利
益
者
へ
の
対
処
は
、

行
政
が
法
令
遵
守
の
原
則
を
怠
っ

た
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、
市
民

に
は
大
変
な
御
迷
惑
と
不
利
益
を

与
え
た
こ
と
に
対
し
深
く
反
省
し

心
よ
り
お
わ
び
す
る
。

一
方
、
利
益
を
得
た
者
に
対
し

て
は
、
入
居
者
の
虚
偽
で
な
く
行

政
の
管
理
ミ
ス
で
生
じ
た
こ
と
で

あ
り
、
追
加
負
担
は
求
め
な
い
。

旧
町
の
様
々
な
状
況
の
中
で
、
公

営
住
宅
法
と
か
け
離
れ
た
管
理
へ

向
っ
た
こ
と
が
、
補
助
金
に
か
か

る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
に
も
抵
触
す
る
こ
と
に
な

り
、
今
回
の
事
案
に
至
っ
た
。
今

後
は
法
令
遵
守
し
、
適
正
管
理
を

行
う
こ
と
が
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

可
燃
ご
み
焼
却
施
設
建

設
へ
向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、

規
模
、
炉
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

供
用
開
始
時
期
に
つ
い
て
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
環
境
保
全
対
策
を
優
先
し
、
ご

み
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
処
理
で

き
る
施
設
、
資
源
循
環
と
ご
み
の

持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
に
す

ぐ
れ
、
周
辺
環
境
と
地
域
に
調
和

し
経
済
性
に
富
む
施
設
、
及
び
運

営
管
理
体
制
と
す
る
よ
う
整
備
計

画
の
策
定
中
で
あ
る
。

規
模
は
、
し
尿
処
理
等
汚
泥
処

理
も
含
め
て
計
画
。
二
十
七
ト
ン

か
ら
三
十
ト
ン
規
模
炉
は
補
修
時

の
対
応
を
考
え
る
と
、
一
炉
よ
り

二
炉
運
転
が
理
想
と
考
え
ら
れ
る

が
コ
ス
ト
面
か
ら
の
考
察
も
必
要

で
あ
る
。

施
設
は
平
成
二
十
五
年
度
供
用

開
始
が
目
標
。
コ
ス
ト
は
十
五
年

間
で
三
十
か
ら
四
十
億
円
程
度
と

試
算
し
て
い
る
。

松
島
電
源
開
発
で
行
わ

れ
て
い
る
炭
化
燃
料
製
造
等
バ
イ

オ
マ
ス
事
業
、
し
尿
、
ご
み
処
理

事
業
の
一
体
化
し
た
施
設
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

電
源
開
発
の
実
証
試
験

は
平
成
十
七
年
か
ら
実
施
さ
れ
実

用
化
・
施
設
建
設
計
画
の
中
で
提

案
を
受
け
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

施
設
タ
イ
プ
決
定
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
、

実
績
が
あ
り
、
長
期
安
全
が
最
も

見
込
め
る
施
設
で
あ
り
、
経
済
的

に
有
利
で
さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
目

標
二
十
四
％
を
達
成
で
き
る
も
の

を
選
定
し
た
い
。
バ
イ
オ
マ
ス
構

想
と
は
切
り
離
し
て
考
え
て
い
る
。

臨
時
会
提
出
予
定
の
公

社
関
連
議
案
の
取
り
下
げ
の
理
由

と
役
員
の
経
営
責
任
は
い
か
に
。

公
社
の
財
務
状
況
に
一

部
未
確
定
の
部
分
が
あ
り
、
確
定

後
精
査
を
行
い
提
案
し
た
い
。

経
営
責
任
に
つ
い
て
は
旧
大
島

町
が
地
域
活
性
化
の
た
め
行
政
主

導
で
設
置
し
、
実
質
的
な
経
営
は

行
政
が
行
っ
て
い
た
。
取
締
役
に

対
し
経
営
責
任
を
求
め
る
こ
と
は

困
難
と
判
断
し
て
い
る
。

運
転
資
金
四
千
二
百
万

円
の
貸
付
方
法
、
行
政
側
の
貸
手

責
任
、
契
約
、
保
証
人
、
抵
当
権

設
定
等
、
事
務
手
続
は
適
正
に
行

わ
れ
て
い
た
の
か
。

貸
付
け
に
つ
い
て
は
公

社
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
貸
付
け

決
定
を
行
っ
た
。
契
約
規
則
に
合

せ
る
と
契
約
書
を
作
成
す
べ
き
で

あ
る
が
法
律
の
義
務
づ
け
は
な
く

不
要
式
行
為
と
し
て
、
作
成
し
な

く
て
も
有
効
で
あ
る
。

事
務
的
に
は
貸
付
け
方
法
に
一

部
不
備
は
あ
る
も
の
の
問
題
な
し

と
判
断
、
当
時
は
公
社
の
経
営
改

善
を
図
り
、
公
社
存
続
の
可
能
性

を
模
索
し
て
お
り
、
経
営
維
持
に

必
要
な
最
小
限
の
額
を
貸
付
け
た

も
の
で
、
適
切
な
判
断
と
考
え
て

い
る
。

た
ぐ
ち

の
ぼ
る

田
口

昇
議
員

公
営
住
宅
の
違
法
貸
付
の
実
態
と
対
応
は

大島まちおこし公社

9 2007. 11. 5�VOL.10



一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

保
健
福
祉
部
長

各
種
団
体
・
委
員
会
の
内
容
は

議
員

市
長

議
員

企
画
振
興
部
長

議
員

総
務
部
長

上
岳
・
母
衣
崎
線

道
路
改
良
を

議
員

市
長

合
併
三
年
目
を
迎
え
西

海
市
立
病
院
事
業
は
、
厳
し
い
経

営
状
態
が
続
い
て
い
る
。
今
年
も

ま
た
、
二
億
四
千
八
百
万
円
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
現
状
で

あ
る
。
三
年
間
で
総
額
、
七
億
一

千
四
百
六
十
四
万
八
千
円
と
高
額

と
な
っ
た
。
一
刻
も
早
急
な
る
改

善
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
経
営
者
で
あ
る
市
長
の
考
え

は
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

毎
回
の
よ
う
に
質
問
が
出
さ
れ
て

い
る
。
今
年
度
中
に
出
さ
れ
る
医

療
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て

慎
重
に
検
討
す
る
。
改
善
策
と
し

て
は
六
月
か
ら
の
薬
の
院
外
処
方

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
薬
の
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
と

と
も
に
、
在
庫
管
理
が
容
易
に
な

る
こ
と
か
ら
、
臨
時
職
員
の
削
減

に
な
っ
た
。十

四
年
度
か
ら
手
術
は

一
回
も
し
て
い
な
い
。
今
後
も
手

術
は
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

市
長
の
考
え
は
。

当
然
採
算
性
か
ら
い
っ

て
も
問
題
で
あ
る
。
医
者
や
ス

タ
ッ
フ
が
た
く
さ
ん
必
要
で
あ
る

と
判
断
す
る
。
そ
う
い
う
患
者
が

来
ら
れ
た
ら
、
紹
介
状
を
書
い
て
、

佐
世
保
・
長
崎
の
大
き
な
病
院
へ

お
願
い
す
る
事
が
適
当
で
あ
る
。

こ
の
病
院
を
民
営
化
に

す
る
考
え
は
な
い
か
。

こ
れ
は
当
然
考
え
て
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
医
療
検
討

委
員
会
と
、
協
議
し
今
年
度
中
に

は
は
っ
き
り
す
る
。

市
民
の
中
に
は
人
工
透

析
を
受
け
る
患
者
さ
ん
が
七
十
八

名
い
る
。
交
通
費
助
成
制
度
な
ど

拡
充
策
を
検
討
す
る
考
え
で
あ
っ

た
が
そ
の
後
は
。

人
工
透
析
の

関
係
で
交
通
費
助
成
の
拡
充
は
、

一
般
の
交
通
費
助
成
が
一
万
二
千

円
と
人
工
透
析
に
よ
る
も
の
の
加

算
を
二
万
四
千
円
と
し
、
年
間
三

万
六
千
円
の
助
成
を
し
て
い
る
。

ま
た
患
者
同
士
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
グ

ル
ー
プ
間
に
よ
る
互
い
の
送
迎
、

ま
た
市
内
で
タ
ク
シ
ー
運
送
業
と

の
協
議
や
、
レ
ン
タ
カ
ー
が
社
会

福
祉
協
議
会
で
、
今
、
試
行
的
に

や
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
へ

の
使
っ
た
場
合
の
支
援
策
な
ど
、

今
後
検
討
す
る
。

市
に
関
す
る
検
討
委
員

会
や
運
営
委
員
会
が
数
多
く
あ
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

各
種
委
員
会
等
に
は
法

律
に
基
づ
く
執
行
機
関
、
法
律
や

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
条

例
で
設
置
す
る
付
属
機
関
、
並
び

に
そ
れ
以
外
の
内
部
機
関
等
に
分

類
さ
れ
る
。

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
は
、

執
行
機
関
が
五
、
付
属
機
関
が
二

十
七
、
そ
の
他
の
内
部
機
関
が
二

十
六
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
審
議
会
委

員
が
七
十
五
名
と
な
っ
て

い
る
が
、
内
訳
は
。

旧
町

十
五
名
で
定
員
い
っ
ぱ
い

の
七
十
五
名
で
あ
る
。

行
政
区
長
が
八

十
八
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

西
海
市
に
八
十
八
の
行
政

区
が
あ
る
の
か
。た

し
か
に
、

八
十
八
行
政
区
あ
る
。

旧
町
時
か
ら
緊
急
性
の

高
い
要
望
事
項
と
し
て
確
認
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
改
良
工
事
が
い
ま

だ
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。
住
民

か
ら
い
つ
に
な
っ
た
ら
と
の
声
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道
路

拡
幅
に
対
す
る
考
え
は
。

本
道
路
は
、
総
延
長
が

四
千
六
百
八
メ
ー
ト
ル
で
改
良
済

み
区
間
が
四
千
三
百
六
十
五
メ
ー

ト
ル
、
未
改
良
二
百
四
十
三
メ
ー

ト
ル
の
路
線
で
あ
る
。
指
摘
の
道

路
は
改
良
済
区
間
で
あ
る
。
多
少

道
路
は
狭
く
は
な
っ
て
い
る
が
、

通
行
に
は
支
障
は
な
い
と
判
断
す

る
。

な
が
た

り
ょ
う
い
ち

永
田

良
一
議
員

市
立
病
院
事
業
改
革
の
取
り
組
み
は

地域審議会（西海町）
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一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

議
員

市
長

ど
う
取
り
組
む

有
害
鳥
獣
対
策

議
員

市
長

ど
う
す
る
教
育
施

設
の
管
理
・
改
修

議
員

教
育
長

市
有
墓
地
以
外
の
墓
地

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
は
。

墓
地
の
経
営
等
に
つ
い

て
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
施
行
さ

れ
た
墓
地
・
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
「
墓
地
の
経
営
等
の

許
可
」
が
必
要
で
あ
り
、
市
有
墓

地
以
外
の
墓
地
に
つ
い
て
は
、
宗

教
法
人
に
対
し
て
許
可
を
与
え
て

い
る
墓
地
、
法
人
格
を
有
し
な
い

共
同
墓
地
や
個
人
墓
地
が
見
ら
れ
、

そ
れ
ら
墓
地
は
、
法
律
制
定
以
前

か
ら
設
置
・
管
理
さ
れ
て
い
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
法
律
適
用
除
外

で
あ
り
、「
み
な
し
墓
地
」
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
墓
地
に
お
い
て
は
、

既
存
の
墓
地
を
利
用
で
き
な
い
よ

う
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

市
の
裁
量
に
よ
り
許
可
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
有
墓
地
以
外
の
墓
地
に
つ
い

て
は
、
現
状
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、

特
に
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
新
し
い
拡
張
等
の
許
可

が
必
要
な
手
続
き
を
要
す
る
事
案

が
生
じ
た
場
合
は
、
法
人
格
を
有

し
て
い
な
い
共
同
墓
地
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
許
可
が
で
き
な

い
も
の
と
整
理
し
て
お
り
、
拡
張

し
た
い
旨
の
地
域
の
要
望
等
に
応

え
よ
う
と
す
る
た
め
に
も
、
速
や

か
に
共
同
墓
地
等
に
つ
い
て
は
市

有
墓
地
と
す
る
作
業
を
進
め
て
い

る
。

市
有
墓
地
以
外
の
墓
地

か
ら
市
有
墓
地
へ
移
譲
の
現
状
は
。

西
彼
地
区
の
墓
地
調
査

が
八
月
末
で
終
了
し
、
郷
有
墓
地

に
つ
い
て
は
十
五
地
区
の
行
政
区

長
に
寄
付
採
納
の
申
し
出
の
お
願

い
を
し
た
と
こ
ろ
、
十
三
地
区
の

行
政
区
長
か
ら
そ
の
申
し
出
が
あ

り
、
郷
有
墓
地
と
旧
西
彼
町
墓
地

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
名
義
変
更

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
、
共
同
墓
地
に
つ

い
て
は
今
後
、
所
有
者
の
方
々
に

寄
付
採
納
の
お
願
い
を
し
、
名
義

変
更
等
の
手
続
き
を
行
っ
た
う
え

で
、
順
次
条
例
化
を
行
う
。

被
害
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
の
基
本
的
考
え
は
。

被
害
区
域
は
年
々
拡
大

し
て
お
り
、
被
害
作
物
も
以
前
は

水
稲
、
甘
藷
で
あ
っ
た
も
の
が
、

最
近
で
は
、
み
か
ん
、
す

い
か
、
か
ぼ
ち
ゃ
等
へ
も

拡
大
し
て
お
り
、
被
害
作

物
の
現
状
と
捕
獲
頭
数
の

推
移
か
ら
判
断
す
る
と
、

個
体
数
は
あ
ま
り
減
少
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。

今
後
は
、
西
海
市
猟
友

会
を
早
急
に
設
立
し
て
い

た
だ
き
、
併
せ
て
、
西
海

市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

の
設
立
も
行
い
、
関
係
機

関
が
連
携
し
て
被
害
防
止

に
努
め
た
い
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
防
護
対
策
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
電
気
柵
設
置
に
対
す
る

補
助
に
併
せ
て
、
今
年
度
よ
り
国

が
推
進
し
て
い
る
「
忍
び
返
し
付

き
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
」
の
設

置
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
よ
う
推

進
し
て
い
く
。

国
の
補
助
要
件
に
該
当
し
な
い

ケ
ー
ス
で
は
、
県
の
単
独
の
電
気

柵
設
置
補
助
の
活
用
を
行
い
、
地

理
的
要
因
な
ど
に
よ
り
国
や
県
の

補
助
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、

補
助
率
は
三
分
の
一
に
な
る
が
、

市
単
独
事
業
の
電
気
柵
の
設
置
に

よ
り
農
地
等
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
対

策
を
講
じ
た
い
。

ま
た
、
市
単
独
の
補
助
要
綱
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
実
情
を
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行

う
。

施
設
の
現
状
と
今
後
の

管
理
及
び
改
修
の
基
本
的
な
考
え

は
。

教
育
委
員
会
所
管
の

施
設
の
多
く
は
、
昭
和
五
十
年
代

か
ら
平
成
の
初
期
段
階
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
、
築
後
相
当
の
年
数

を
経
過
し
て
お
り
、
施
設
設
備
の

老
朽
化
が
進
み
、
周
辺
環
境
を
含

め
た
施
設
の
安
全
性
や
快
適
性
を

基
本
と
し
て
管
理
運
営
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
教
育
施
設
は
、
学
校
側
か

ら
の
現
状
報
告
を
基
に
現
場
確
認

を
行
い
、
学
校
間
の
均
衡
も
図
り

な
が
ら
、
安
全
性
を
基
本
と
し
た

補
修
や
改
修
を
行
っ
て
お
り
、
事

業
費
が
多
額
に
な
る
改
修
は
、
耐

震
化
優
先
度
調
査
や
運
動
場
現
状

調
査
を
も
と
に
、
年
次
計
画
に
よ

り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

社
会
教
育
施
設
及
び
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
お
い
て
も
、
本
庁
と
各
地

区
担
当
部
署
に
お
い
て
、
補
修
、

改
修
が
必
要
な
箇
所
の
調
査
、
点

検
を
行
い
、
維
持
管
理
に
努
め
て

お
り
、
将
来
的
に
大
規
模
な
改
修

が
必
要
な
箇
所
も
あ
る
の
で
、
年

次
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
財
源

確
保
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
な
補

修
・
改
修
に
努
め
る
。

ほ
り
か
わ

ま
さ
の
り

堀
川

政
徳
議
員

市
有
墓
地
以
外
の
墓
地
の
対
応
は

忍び返し付きワイヤーメッシュ柵

郷有墓地
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一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

燃
や
す
だ
け
の
ご
み

処
理
か
ら
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
活
用
を

議
員

市
長

期
日
前
投
票
を

活
用
し
投
票
し
や

す
く
見
直
し
を

議
員

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

旧
大
島
町
公
営
住
宅
不

正
入
居
問
題
は
「
公
募
に
よ
る
入

居
」「
収
入
に
基
づ
く
家
賃
算

定
」
と
い
う
、
公
営
住
宅
法
の
目

的
、
基
本
理
念
を
全
く
無
視
し
た

考
え
ら
れ
な
い
違
法
行
為
で
あ
る
。

ま
た
、
公
正
・
公
平
を
基
本
と

す
る
行
政
の
基
本
理
念
に
も
反
す

る
背
信
行
為
で
あ
る
。

不
正
入
居
の
経
過
と
今
後
の
適

正
化
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

企
業
貸
し
出
し
の
家
賃
を
最
も

安
い
一
律
一
万
一
千
円
に
設
定
し

た
根
拠
並
び
に
適
正
家
賃
の
額
と

補
助
金
返
還
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
公

営
住
宅
は
、
不
良
住
宅
地
区
の
改

良
に
伴
い
建
設
さ
れ
、
当
初
の
入

居
者
は
問
題
な
か
っ
た
。

平
成
八
年
前
後
か
ら
企
業
名
義

の
入
居
者
が
増
え
て
い
る
。
そ
の

原
因
は
資
料
不
足
で
特
定
で
き
な

い
が
、
平
成
九
年
度
に
大
島
町
の

条
例
を
改
正
し
た
際
「
特
例
入
居

を
目
的
と
し
た
」
条
例
が
設
置
さ

れ
、
こ
の
条
例
を
誤
っ
た
解
釈
に

よ
り
適
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
現

入
居
者
に
退
去
し
て
い
た
だ
き
新

た
に
公
募
を
行
い
、
十
月
一
日
以

降
は
適
正
管
理
を
実
施
し
た
い
。

不
正
入
居
時
の
家
賃
設
定
に
つ

い
て
は
、
資
料
不
足
で
判
明
で
き

て
な
い
が
、
最
も
下
位
の
分
位
に

属
し
て
い
る
。
原
因
は
企
業
名
と

い
う
こ
と
で
収
入
申
告
の
提
出
が

困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

適
正
家
賃
は
一
万
一
千
円
か
ら

一
万
八
千
三
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
収
入
超
過
者
で
適
正
家
賃
の
最

高
は
二
万
九
千
六
百
円
）

補
助
金
返
還
に
つ
い
て
は
、
適

正
管
理
を
行
う
な
か
で
極
力
返
還

が
生
じ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

現
在
、
電
源
開
発
松
島

発
電
所
で
は
、
旧
大
瀬
戸
町
と
共

同
で
可
燃
ご
み
を
炭
化
し
て
火
力

発
電
所
用
の
燃
料
に
利
用
で
き
な

い
か
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
る
。

可
燃
ご
み
か
ら
約
二
十
％
の
炭

化
燃
料
が
製
造
さ
れ
て
お
り
、
西

海
市
の
可
燃
ご
み
を
年
間
七
千
ト

ン
と
想
定
す
る
と
、
年
間
一
千
四

百
ト
ン
の
炭
化
燃
料
が
製
造
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
炭
化
燃
料
を
火
力
発
電
所

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
循
環
型
社
会

構
築
に
も
貢
献
で
き
る
。

そ
こ
で
、
ご
み
処
理
施
設
建
設

計
画
に
炭
化
燃
料
化
を
含
め
十
分

な
調
査
研
究
を
行
う
べ
き
だ
。

電
源
開
発
で
は
、
平
成

十
七
年
八
月
か
ら
一
般
廃
棄
物
炭

化
燃
料
製
造
施
設
実
証
試
験
を
実

施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
一
般
廃
棄
物
か
ら

製
造
さ
れ
る
炭
化
物
が
火
力
発
電

所
用
燃
料
と
し
て
な
り
得
る
か
否

か
の
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
試
験
で
課
題
は
炭

化
物
中
の
塩
素
分
濃
度
が
高
く
、

塩
素
除
去
が
か
な
り
困
難
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

同
試
験
は
実
証
試
験
の
段
階
で

あ
り
、
実
際
に
本
市
が
炭
化
施
設

を
採
用
す
る
か
は
、
全
国
で
の
実

績
等
を
十
分
検
討
し
判
断
し
た
い
。

な
お
、
ご
み
焼
却
施
設
タ
イ
プ

決
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ト
ラ
ブ
ル

が
少
な
く
、
実
績
が
あ
り
、
安
全

運
転
が
最
も
見
込
め
る
施
設
で
、

経
済
的
に
有
利
な
も
の
、
さ
ら
に

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
目
標
二
十

四
％
を
達
成
で
き
る
も
の
を
選
ん

で
い
く
。

投
票
所
見
直
し
に
よ
り

投
票
で
き
な
い
選
挙
民
が
で
て
い

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

先
の
参
院
選
挙
の
期
日
前
投
票

で
は
、
告
示
日
翌
日
か
ら
三
日
間

は
各
投
票
所
と
も
投
票
者
数
は
十

人
以
下
で
ゼ
ロ
あ
る
い
は
一
人
の

所
も
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
期
日
前
投
票
制
度
を

活
用
し
て
投
票
し
や
す
い
環
境
を

整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

各
総
合
支
所
の
期
日
前
投
票
期

間
を
短
縮
し
て
、
そ
の
分
を
投
票

所
を
見
直
し
た
地
区
に
振
り
分
け

る
こ
と
で
、
交
通
手
段
を
持
た
な

い
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
様
も
従

来
ど
お
り
の
投
票
が
で
き
る
。

投

票
区
の
再
見
直
し
は
選
挙
人
名
簿

登
録
者
数
や
交
通
の
事
情
な
ど
投

票
環
境
が
著
し
く
変
動
し
た
場
合

検
討
を
考
え
る
。

期
日
前
投
票
所
は
本
庁
、
各
総

合
支
所
及
び
江
島
・
平
島
出
張
所

の
七
ヵ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

選
挙
当
日
投
票
で
き
な
い
選
挙

人
が
投
票
を
し
て
い
る
。

本
庁
と
各
総
合
支
所
の
開
設
期

間
は
法
定
の
告
示
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
毎
日
午
前
八

時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
で
あ
る
。

開
設
期
間
等
は
合
併
協
議
の
折

に
協
議
し
て
い
る
。

な
か
の

よ
し
お

中
野

良
雄
議
員

市
営
住
宅
の
違
法
貸
与
問
題
を
問
う

ごみの炭化燃料化実証試験施設（電源開発）

市営住宅真砂団地Ａ－１棟

2007. 11. 5�VOL.10 12



一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

副
市
長

収
入
役

大
型
商
業
施
設
と

埋
蔵
文
化
財
の

関
係
に
つ
い
て

議
員

市
長

議
員

市
長

健
康
の
里
さ
い
か

い
の
推
進
を
！

議
員

市
長

前
議
会
に
続
き
、
今
議

会
で
も
市
長
は
「
高
い
法
令
遵
守

精
神
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

職
員
一
丸
と
な
り
市
民
の
負
託
に

応
え
信
頼
を
確
保
す
べ
く
取
り
組

む
」
と
発
言
さ
れ
た
。
旧
大
島
町

退
職
金
問
題
・
大
島
ま
ち
お
こ
し

公
社
貸
付
金
（
四
千
二
百
万
円
）

問
題
・
大
島
市
営
住
宅
不
適
正
入

居
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
法

令
が
適
用
さ
れ
、
如
何
な
る
法
的

見
解
を
持
つ
の
か
。

退
職
金
問
題
に
お
け
る

監
査
委
員
の
勧
告
に
対
す
る
解
釈

は
、
退
職
慰
労
金
制
度
を
初
め
と

す
る
勤
務
条
件
の
異
な
る
西
海
市

の
臨
時
職
員
と
し
て
新
た
に
任
用

さ
れ
た
と
の
考
え
を
排
除
で
き
ず
、

不
当
な
支
出
と
断
定
で
き
な
い
こ

と
か
ら
損
害
と
認
め
ら
れ
な
い
。

控
訴
措
置
に
つ
い
て
は
、
長
崎

地
裁
の
判
決
で
は
「
給
与
条
例
主

義
に
反
す
る
支
出
が
そ
の
ま
ま
損

害
で
あ
る
」
と
認
定
さ
れ
た
が
給

与
条
例
に
反
す
る
と
は
言
え
、
こ

れ
が
西
海
市
に
損
害
を
与
え
た
と

ま
で
考
え
て
い
な
い
。

大
島
ま
ち
お
こ
し
公
社
の
貸
付

金
問
題
に
お
い
て
、
契
約
書
の
取

り
交
わ
し
が
な
い
こ
と
に
疑
義
が

て
い呈
さ
れ
て
い
る
が
、
契
約
と
い
う

法
律
行
為
は
現
行
法
上
『
不
要
式

行
為
』
と
さ
れ
、
原
則
的
に
契
約

書
の
取
り
交
わ
し
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
西
海
市
で
は
契
約
規

則
第
二
十
六
条
に
お
い
て
、
ま
た

旧
大
島
町
財
務
規
則
第
八
十
八
条

に
お
い
て
、
契
約
書
の
作
成
の
義

務
付
け
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
事

務
手
続
き
上
の
不
備
は
認
め
る
が
、

こ
れ
は
職
員
の
服
務
上
の
問
題
で

あ
り
、
法
律
上
の
問
題
は
存
在
し

な
い
。

市
営
住
宅
問
題
は
、
住
宅
整

備
・
管
理
と
も
公
営
住
宅
法
の
適

用
を
受
け
る
が
、
法
令
遵
守
の
原

則
を
怠
り
不
適
正
な
管
理
を
行
い
、

結
果
と
し
て
補
助
金
適
正
化
法
に

抵
触
し
た
。
今
後
は
、
法
律
・
条

例
等
を
遵
守
し
適
正
な
管
理
を
行

う
。

大
島
町
で
支
払
っ
た

退
職
金
に
つ
い
て
は
地
方
自
治

法
・
地
方
公
務
員
法
に
規
定
す
る

給
与
条
例
主
義
の
部
分
に
お
い
て
、

当
時
の
大
島
町
条
例
が
未
整
備
の

ま
ま
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
務

処
理
上
の
不
手
際
を
当
然
認
め
ざ

る
を
得
な
い
。

ま
ち
お
こ
し
公
社
に
つ
い
て
も
、

西
海
市
の
契
約
規
則
の
中
で
契
約

書
を
作
成
す
る
義
務
を
規
定
し
て

い
る
の
で
、
契
約
書
を
作
成
し
て

い
な
い
こ
と
は
事
務
処
理
上
の
不

手
際
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

西
海
市
契
約
規
則
を

考
慮
す
る
と
間
違
っ
た
と
解
釈
す

る
が
、
法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
貸
付

金
四
千
二
百
万
が
返
還
さ
れ
な
い

こ
と
は
、
決
裁
を
し
た
以
上
、
申

し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。

西
彼
町
小
迎
郷
に
大
型

店
の
出
店
が
噂
さ
れ
、
地
元
商
店

は
戦
々
恐
々
と
な
っ
て
い
る
。

西
海
市
商
工
会
も
地
元
業
者
へ

の
影
響
を
憂
慮
し
大
型
店
の
出
店

に
反
対
し
て
い
る
。
当
該
地
区
は

埋
蔵
文
化
財
「
小
迎
遺
跡
」
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
た
が
、
本
年
四

月
一
日
に
建
設
予
定
地
が
指
定
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
経
緯
の
詳

細
説
明
を
求
め
る
。

文
化
財
は
国
の
歴
史
、

文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て

は
試
掘
を
す
る
よ
う
県
と
し
て
も

指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
方
針

の
よ
う
で
あ
る
が
、
商
工
業
者
の

要
望
に
対
す
る
見
解
は
。

商
工
会
の
建
設
反
対
の

要
望
は
当
然
の
こ
と
と
思
う
。
し

か
し
、
市
民
の
立
場
に
立
つ
と
非

常
に
便
利
に
な
る
。
そ
の
地
域
は

大
き
な
一
つ
の
中
心
と
な
る
要
素

は
充
分
に
秘
め
て
い
る
と
判
断
す

る
。
各
地
域
の
商
店
の
経
営
に
つ

い
て
は
支
援
す
る
。

ず
っ
と
住
み
た
い
・
住

み
た
く
な
る
健
康
の
里
さ
い
か
い

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
う
た
わ
れ
て
い

る
が
、
十
九
年
度
の
事
業
計
画
と

実
施
状
況
は
。

西
海
市
十
年
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
し
て
総
合
計
画
を

作
成
し
、
四
つ
の
基
本
目
標
を
た

て
て
い
る
。「
暮
ら
す
」
の
分
野

で
は
交
通
安
全
・
人
権
相
談
の
啓

発
に
努
め
、
ま
た
高
速
通
信
環
境

の
整
備
に
取
り
組
む
。「
働
く
」

で
は
農
業
基
盤
整
備
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
促
進
・
企
業
誘
致
を
図
る
。

「
安
心
す
る
」
で
は
高
齢
者
や
障

害
者
も
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。「
学
ぶ
」
で
は
公
民
館
活
動

に
軸
足
を
お
い
た
多
様
な
学
習
機

会
の
提
供
と
年
齢
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
の
生
活
化
を
定
着
さ
せ
る
。

た
が
わ

ま
さ
き

田
川

正
毅
議
員

法
令
遵
守
の
徹
底
を
！

大型商業施設進出予定地（小迎）

西海市条例集
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一般質問一一般般質質問問

議
員

教
育
長

最
近
の
集
中
豪
雨
に
伴

う
被
害
状
況
と
対
策

及
び
、今
後
の
災
害
に

対
す
る
考
え
方
は

議
員

市
長

平
成
十
九
年
度
の
有
害

鳥
獣
対
策
事
業
の
現
状

と
今
後
の
考
え
方
は

議
員

市
長

産
業
振
興
部
長

市
立
病
院
の
現
況

と
今
後
の
考
え
方

議
員

市
長

議
員

市
長

補
助
対
象
事
業
全
体
か

ら
見
た
件
数
と
金
額
及
び
今
後
の

事
業
補
助
に
係
る
考
え
方
は
。

平
成
十
九
年
度
予
算

額
と
十
八
年
度
予
算
額
の
比
較
で

は
、
件
数
が
五
件
の
減
、
金
額
で

二
千
八
十
九
万
一
千
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

補
助
金
は
、
団
体
及
び
個
人
の

活
動
を
支
援
す
る
も
の
、
奨
励
や

育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
、
援
助

的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
な
ど

様
々
で
あ
る
が
、
ど
れ
も
行
政
上

の
目
的
を
も
っ
て
交
付
さ
れ
て
い

る
。教

育
委
員
会
が
所
管
す
る
補
助

金
は
合
併
に
伴
う
調
整
に
時
間
を

費
や
し
、
よ
う
や
く
統
一
が
図
ら

れ
た
。

こ
の
調
整
に
よ
り
、
合
併
前
に

比
べ
て
使
い
勝
手
が
悪
く
な
り
、

補
助
額
が
縮
減
さ
れ
た
な
ど
、
厳

し
い
意
見
が
あ
る
こ
と
も
十
分
承

知
し
て
い
る
。

補
助
金
は
、
公
益
上
必
要
が
あ

る
場
合
に
補
助
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
お
り
、
補
助
目
的
や

そ
の
効
果
な
ど
を
含
め
、
十
分
検

証
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
議
員
提

言
の
趣
旨
も
踏
ま
え
検
討
す
る
。

市
内
に
お
け
る
被
害
状

況
と
対
策
実
施
内
容
及
び
、
住
民

に
対
す
る
周
知
方
法
、
避
難
所
の

確
保
及
び
被
害
発
生
時
の
対
応
方

法
は
。

被
害
総
額
が
約
六
千
四

百
万
円
、
建
設
部
所
管
の
市
道
で

十
五
ヵ
所
、
普
通
河
川
で
一
ヵ
所
、

産
業
振
興
部
所
管
の
農
地
で
十
三

ヵ
所
、
農
用
施
設
で
三
ヵ
所
、
公

園
施
設
等
で
五
ヵ
所
と
な
っ
て
い

る
。

対
策
は
、
市
道
等
は
二
次
災
害

防
止
の
応
急
措
置
を
実
施
後
、
公

共
災
害
復
旧
工
事
の
対
象
と
な
る

九
ヵ
所
は
九
月
十
二
日
に
国
の
査

定
を
受
け
て
お
り
、
復
旧
に
向
け

て
施
工
す
る
。
公
共
災
害
の
対
象

と
な
ら
な
い
七
ヵ
所
は
、
市
の
単

独
事
業
と
し
て
施
工
す
る
。

農
地
等
災
害
復
旧
事
業
の
対
象

は
三
ヵ
所
あ
り
、
十
月
三
日
に
査

定
を
受
け
た
後
に
施
工
す
る
予
定
。

警
戒
情
報
や
避
難
勧
告
等
の
市

民
へ
の
周
知
は
、
防
災
行
政
無
線

に
よ
る
呼
び
か
け
が
最
も
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
る
。

避
難
所
に
つ
い
て
広
報
紙
で
特

集
を
組
ん
だ
り
、
行
政
区
長
を
通

じ
て
避
難
所
一
覧
を
各
世
帯
に
配

布
し
、
そ
の
周
知
に
努
め
る
。
ま

た
、
避
難
所
を
示
す
看
板
の
設
置

も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

今
年
度
の
有
害
鳥
獣
対

策
事
業
は
、
補
助
申
請
後
の
対
応

が
遅
く
、
水
稲
に
係
る
分
は
被
害

を
受
け
た
と
の
声
も
聞
か
れ
、
収

穫
時
期
も
始
ま
り
つ
つ
あ
り
、
実

質
的
に
手
お
く
れ
の
状
況
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
こ
の
状
況
を
現

場
に
一
番
近
い
行
政
と
し
て
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
把

握
し
て
い
る
現
在
の
状
況
と
今
後

の
考
え
は
。補

助
事
業
は
一
年
遅
れ

で
事
業
が
な
さ
れ
、
予
算
を
組
み

議
会
で
通
し
て
、
そ
れ
を
実
施
を

す
る
時
は
、
も
う
既
に
間
に

合
わ
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
補
助
事
業
の
特
徴

で
、
非
常
に
残
念
に
思
う
。

今
後
、
早
く
で
き
る
よ
う

に
、
県
に
も
強
く
要
望
し
て

い
く
。

現
地
を

国
庫
補
助
対
象
ま
た
は
、
県

の
補
助
分
に
す
る
か
、
県
の

補
助
分
も
国
庫
補
助
も
該
当

せ
ず
市
の
単
独
に
な
る
か
、

そ
の
振
り
分
け
を
今
年
か
ら

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
回
遅
れ
て
い
る
。

西
海
市
発
足
時
か
ら
の

検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

検
討
委
員
会
の
答
申
待
ち
に
よ

る
こ
と
だ
が
、
現
在
の
病
院
の
状

況
は
。

平
成
十
八
年
度
の
決
算

に
お
け
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
二
億
一
千
八
百
万
円
で
あ
る
。

不
採
算
地
域
で
の
公
立
病
院
で
あ

り
、
あ
る
程
度
の
赤
字
は
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。今

の
体
制
の
ま
ま
だ
と
、
今
後
、

二
億
円
前
後
の
繰
り
入
れ
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
経

営
改
善
、
経
費
削
減
は
、
や
れ
る

も
の
か
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
根
本
的
な
組
織
の

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
医
療
検

討
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

市
長
は
、
市
立
病
院
は

経
営
と
し
て
成
り
立
た
な
い
も
の

で
あ
り
、
民
間
委
託
及
び
移
譲
に

つ
い
て
は
し
ょ
う
が
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
西
海
市
の
職
員
、
約
四

百
名
全
員
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク

等
を
行
う
な
ど
の
収
入
に
結
び
つ

く
何
ら
か
の
対
策
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

市
立
病
院
の
努
力
は
必

要
で
あ
る
。

か
わ
お
か

す
み
ひ
で

川
岡

純
英
議
員

教
育
委
員
会
に
か
か
る
、補
助
事
業
の
考
え
方
は

未
実
施
補
助
対
策
水
田
地
域
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一般質問一一般般質質問問

議
員

教
育
長

議
員

教
育
次
長

議
員

総
務
部
理
事

市
公
民
館
の
宿
泊
利
用
減
免
を

議
員

教
育
長

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
及
び
助
成
措
置
の
拡
充
を

議
員

市
長

議
員

産
業
振
興
部
長

「
健
康
の
里
さ
い
か

い
」
を
将
来
像
に
描
き
、
人
、
自

然
、
産
業
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ま
ず
人

の
健
康
が
基
本
で
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
に
親
し
み
、
体
と
心
の

健
康
を
自
ら
つ
く
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。

行
政
の
役
割
と
し
て
、
市
民
の

だ
れ
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
環
境

や
条
件
整
備
が
重
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
体
育
施
設
並
び
に
文
化
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
、
ま
た
施
行
規
則
を
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。現

在
部
内
で
見
直
し

を
考
え
て
い
る
の
が
体
育
施
設
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を
同
一
料

金
に
す
る
こ
と
を
含
め
、
市
民
の

だ
れ
も
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

一
定
料
金
の
受
益
者
負
担
の
原
則

は
堅
持
し
つ
つ
、
見
直
す
べ
き
と

こ
ろ
は
見
直
し
て
い
く
。

大
島
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は

他
の
社
会
教
育
施
設
に
比
べ
高
い

料
金
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
減
免

規
定
と
付
属
設
置
使
用
料
は
、
再

考
の
余
地
が
あ
る
た
め
、
見
直
し

の
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

体
育
施
設
・
西
海
ス

ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
等
の
月
曜
日
開

館
と
使
用
の
要
望
が
あ
る
。
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
。

料
金
体
系
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
見
直
す
お
り
に
、

再
度
利
用
者
の
方
々
の
意
見
な
ど

聴
取
し
て
、
使
い
勝
手
が
い
い
よ

う
な
も
の
に
見
直
し
を
含
め
て
十

分
検
討
を
す
る
。

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
利
用
し
て
気
軽
に
楽
し
め
る
、

環
境
づ
く
り
、
条
件
整
備
で
の
、

使
用
料
の
減
額
あ
る
い
は
減
免
に

つ
い
て
財
務
担
当
の
考
え
は
。

市
民
が
施
設
を

活
発
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
と
相
談
す
る
。

西
海
市
公
民
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
施
行
規
則
に

よ
る
と
、
開
館
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
十
時
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
子
ど
も
会
や
育
成
会
な
ど
公

民
館
に
宿
泊
を
し
な
が
ら
活
動
す

る
場
合
、
使
用
料
を
含
め
ど
の
よ

う
な
取
り
扱
い
に
な
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
に
松
島
地

区
公
民
館
や
多
以
良
地
区
公
民
館

に
お
い
て
宿
泊
を
伴
っ
た
利
用
が

あ
っ
て
い
る
。

館
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
、

と
い
う
条
項
を
適
用
し
、
開
館
時

間
外
の
利
用
を
可
能
と
し
て
、
社

会
教
育
施
設
及
び
社
会
体
育
施
設

を
利
用
し
た
場
合
は
、
条
例
、
規

則
に
よ
り
使
用
料
や
減
免
の
規
定

で
、
西
海
市
内
の
子
ど
も
会
、
育

成
会
な
ど
が
公
民
館
に
宿
泊
し
な

が
ら
活
動
す
る
場
合
の
使
用
料
は

全
額
減
免
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い

る
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
有
害
鳥

獣
に
か
か
る
農
作
物
被
害
は
、
こ

こ
数
年
非
常
に
増
大
し
て
、
近
年

で
は
、
民
家
周
辺
や
通
学
路
へ
の

出
没
の
報
告
も
あ
り
、
農
作
物
被

害
の
み
な
ら
ず
生
活
環
境
被
害
に

発
展
し
て
い
る
と
い
え
る
。

市
の
施
策
に
よ
る
広
域
的
な
対

策
を
と
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

補
助
対
策
事
業
で
あ
る
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
の
助
成
措
置
の
要

件
緩
和
な
ど
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
充
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。
ま

た
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
に

お
け
る
、
受
益
面
積
の
緩
和
を
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
、
県
の
補
助
事
業
を

最
大
限
に
活
用
し
、
被
害
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
中
山
間
部
の

集
落
で
は
、「
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、
忍
び

返
し
つ
き
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

で
囲
む
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
指

導
を
受
け
て
い
る
が
、
地
域
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
ま
す
。

設
置
採
択
要
件
の
う
ち
、
受
益

面
積
が
一
地
区
で
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
要
件
の
緩

和
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
と
の
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
長
崎
県
の
実

情
に
即
し
た
改
正
、
特
例
が
で
き

な
い
か
、
県
を
通
じ
国
へ
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

国
、
県
の
採
択
要
件
に
該
当
し

な
い
も
の
は
市
単
独
事
業
で
対
応

し
、
実
情
を
検
証
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
補
助
要
綱
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
。

国
の
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
事
業
は
、
地
理
的
、
場
所

的
に
活
用
し
に
く
い
、
対
象
面
積

を
五
十
ア
ー
ル
と
す
る
要
望
を
県

下
全
域
で
取
り
組
む
よ
う
願
う
。

ま
た
、
市
の
補
助
対
象
を
三
分
の

一
か
ら
五
分
の
三
に
す
る
考
え
は

な
い
か
。

国
の
補
助
事

業
を
優
先
し
て
順
次
進
め
る
考
え

で
、
そ
れ
に
該
当
し
な
い
部
分
は

市
が
単
独
で
や
る
方
向
で
進
ん
で

い
る
。
西
海
市
に
合
っ
た
補
助
の

仕
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
協
議
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
く
。

さ
か
た

と
し
お

佐
嘉
田
敏
雄
議
員

見
直
せ
体
育
・
文
化
施
設
の
使
用
料
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議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

ど
う
進
め
る
の
か

市
民
力
を
活
か
し

た
町
づ
く
り

議
員

市
長

市
長

市
長

教
育
長

農
業
振
興
策
と
し
て
畑

地
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
旧
西
海
町
の
伊
佐
ノ
浦
ダ

ム
水
を
活
用
し
た
農
業
の
展
開
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

水
田
の
基
盤
整
備
は
国
、

県
の
補
助
を
受
け
一
定
の
整
備
は

終
え
た
と
認
識
し
て
い
る
。
畑
地

に
つ
い
て
は
、
農
家
個
々
で
小
規

模
で
実
施
し
て
き
た
が
大
規
模
事

業
は
市
内
に
は
な
い
。
進
ま
な
い

理
由
は
、
区
域
内
に
普
通
畑
と
樹

園
地
が
混
在
し
、
樹
園
地
農
家
の

賛
同
が
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
費

用
対
効
果
な
ど
で
採
択
に
至
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
多
い
。

現
在
、
市
初
め
て
の
大
規
模
畑

地
基
盤
整
備
と
し
て
、
西
海
町
丸

田
地
区
で
、
県
営
畑
総
事
業
、
三

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計
画
、
平
成
二

十
一
年
事
業
着
手
に
向
け
地
元
、

県
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

次
に
伊
佐
ノ
浦
ダ
ム
は
受
益
面

積
四
百
八
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑

地
、
樹
園
地
に
か
ん
が
い
及
び
防

除
用
水
を
供
給
し
て
い
る
。
管
理

運
営
は
西
海
町
土
地
改
良
区
が
行

い
、
大
根
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ス
イ
カ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

が
、
耕
作
放
棄
地
も
増
加
し
て
い

る
。
今
後
は
借
り
受
け
農
家
へ
の

貸
付
な
ど
で
関
係
機
関
と
連
携
し

て
小
基
盤
整
備
と
、
担
い
手
農
家
、

農
業
生
産
法
人
へ
の
集
積
を
図
り

た
い
。

雇
用
創
出
、
拡
大
の
た

め
、
企
業
誘
致
目
的
の
工
業
用
地

等
の
造
成
の
考
え
は
な
い
か
。

雇
用
情
勢
が
厳
し
い
本

市
は
若
手
層
を
中
心
に
市
外
流
出

が
続
い
て
お
り
、
人
口
減
や
、
地

域
の
活
力
低
下
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
雇
用
の
創
出
が
最

重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
地

場
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
企
業

振
興
、
誘
致
が
最
も
有
効
手
段
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

若
者
の
定
住
と
住
宅
用

地
確
保
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
も
定
住
促
進

住
宅
の
整
備
な
ど
、
若
者
流
出
抑

制
に
努
め
て
き
た
。
雇
用
の
場
が

少
な
い
こ
と
か
ら
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
今
後
は
就

職
を
控
え
た
市
内
高
校
生
を
対
象

と
し
た
市
内
事
業
者
に
よ
る
合
同

就
職
説
明
会
や
相
談
会
を
開
催
し
、

総
合
的
就
職
支
援
を
行
い
、
若
者

の
結
婚
や
市
内
定
住
へ
の
足
が
か

り
と
な
る
よ
う
、
民
間
企
業
と
も

連
携
し
、
若
者
同
士
の
出
合
い
と

交
流
の
場
、
住
宅
提
供
に
努
め
た

い
。

合
併
後
の
企
業
誘
致
の

現
況
と
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

九
州
北
部
地
域
へ
の
自

動
車
産
業
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。

県
内
で
も
西
九
州
自
動
車
道
の
完

成
を
見
越
し
、
官
民
共
同
で
自
動

車
関
連
産
業
振
興
協
議
会
や
県
北

地
域
活
性
化
対
策
協
議
会
が
設
立

さ
れ
た
。
西
海
市
は
地
理
的
要
因
、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
問
題
で
企
業
誘

致
の
実
績
が
上
が
っ
て
な
い
。
一

部
地
場
産
業
で
規
模
拡
大
や
他
企

業
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
拡
大
の

動
き
が
あ
る
。
ま
た
、
旧
オ
ラ
ン

ダ
村
跡
地
へ
の
企
業
参
入
の
話
し

も
複
数
あ
る
。
さ
ら
に
西
彼
町
小

迎
地
区
に
三
店
舗
の
大
型
集
合
店

舗
の
進
出
も
予
定
さ
れ
、
新
た
な

雇
用
創
出
を
期
待
し
て
い
る
。

合
併
し
て
二
年
を
経
過

し
た
。
市
長
は
地
域
や
行
政
が
お

か
れ
て
い
る
現
状
や
、
今
後
の
見

通
し
な
ど
説
明
し
、
市
民
の
理
解

を
得
た
う
え
で
、
西
海
市
の
将
来

像
を
描
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
次
の
四
点
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

�
市
民
一
体
感
醸
成
策
ど
う
進
め

る
の
か
。

効
果
的
な
町
づ
く
り
推

進
は
市
民
の
一
体
感
醸
成
が
不
可

欠
。
こ
れ
ま
で
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト

で
交
流
促
進
を
実
施
し
て
き
た
、

市
民
、
地
域
の
真
の
融
和
を
図
り
、

地
域
と
連
携
し
、
ひ
と
つ
の
西
海

市
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

�
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
向
上

策
は
ど
う
す
す
め
る
。

今
年
か
ら
、
町
づ
く
り

出
前
講
座
を
開
設
、
市
民
と
職
員

が
直
接
話
し
合
い
、
市
民
の
意
見

を
交
え
、
効
果
的
な
施
策
に
模
索

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

�
市
民
力
を
活
か
す
環
境
づ
く
り

は
ど
う
す
す
め
る
の
か
。

今
年
か
ら
民
間
主
導
の

地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、「
地
域

づ
く
り
推
進
活
動
支
援
補
助
金
制

度
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
は

先
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ユ
ニ
ー
ク

な
発
想
が
地
域
の
課
題
を
市
民
の

手
で
解
決
し
、
自
己
決
定
、
自
己

責
任
で
の
住
民
自
治
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
期
待
し
て
い
る
。

�
公
民
活
動
を
軸
と
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
充
実
策
は
。

近
年
、
都
市
化
、
核

家
族
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

に
起
因
し
、
地
域
連
帯
意
識
の
自

治
会
活
動
を
含
め
た
公
民
館
活
動

が
低
調
と
な
り
、
地
域
力
が
低
下

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
地
域
再
生
、
公
民
館
活
動
活
性

化
を
促
す
観
点
か
ら
、
地
域
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
目
的

で
、
公
民
館
役
職
員
等
を
対
象
に

各
種
研
修
会
の
開
催
や
、
各
公
民

館
の
活
動
実
践
報
告
会
を
開
く
こ

と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

な
か
ざ
と

さ
と
る

中
里

悟
議
員

急
げ
、市
の
産
業
振
興
策

大島造船所
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議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
民
の
一
体
感
と

住
民
力
の
結
果
を

ど
う
図
る
か

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

教
育
行
政
の

改
善
策
は

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

西
海
市
の
将
来
人
口
推

計
、
動
態
に
つ
い
て
認
識
は
。

二
〇
〇
五
年
と
二
〇
三

〇
年
を
比
較
し
た
場
合
、
崎
戸
町

マ
イ
ナ
ス
五
十
・
三
％
を
筆
頭
に

大
瀬
戸
町
四
十
六
・
七
％
、
西
海

町
二
十
八
％
、
西
彼
町
十
七
・
四

％
、
大
島
町
十
五
・
二
％
と
大
き

く
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

将
来
人
口
減
少
の
要
因

に
つ
い
て
ど
う
分
析
す
る
か
。

共
通
し
て
言
え
る
の
は

少
子
化
問
題
、
大
学
進
学
や
雇
用

情
勢
な
ど
若
者
の
流
出
が
大
き
な

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

西
海
市
の
少
子
高
齢
化

の
実
態
と
対
応
に
つ
い
て
。

ゼ
ロ
歳
か
ら
十
四
歳
ま

で
の
年
少
人
口
比
率
が
県
平
均
を

下
回
る
状
況
。
六
十
五
歳
以
上
は

そ
の
逆
で
増
加
傾
向
。
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
形
態
を
検
討
し
て

い
く
。

農
水
産
業
、
観
光
、
建

設
業
な
ど
地
域
経
済
へ
の
影
響
を

ど
う
想
定
し
て
い
る
か
。

労
働
人
口
の
減
少
を
通

じ
、
後
継
者
問
題
も
合
わ
せ
て
、

地
域
経
済
の
生
産
、
消
費
面
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
う
。

行
財
政
改
革
大
綱
の
策

定
の
取
り
組
み
と
市
民
の
一
体
感

の
醸
成
、
住
民
力
の
結
集
を
ど
う

図
る
の
か
。行

政
評
価
を
初
の
新
た

な
制
度
の
導
入
と
市
民
参
加
の
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
、
新
た
な
行
財

政
運
営
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
力

の
結
集
に
つ
な
げ
て
い
く
。

行
政
改
革
の
具
体
的
取

り
組
み
、
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ

ン
な
ど
市
民
へ
の
説
明
責
任
は
。

住
民
主
体
の
運
営
を
推

進
し
、
住
民
の
声
を
反
映
で
き
る

組
織
機
構
を
構
築
し
て
い
く
。

組
織
機
構
、
定
員
管
理

に
関
す
る
改
革
後
の
実
情
と
問
題

点
は
。

七
月
に
実
施
し
た
組
織

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
総
合
窓

口
の
設
置
及
び
大
瀬
戸
総
合
支
所

の
廃
止
を
行
い
、
特
に
混
乱
を
招

い
て
い
な
い
。

行
政
運
営
上
の
課
題
や

一
体
感
を
妨
げ
る
問
題
が
後
を
絶

た
な
い
が
、
こ
う
し
た
問
題
点
の

処
理
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

き
ち
ん
と
検
証
し
対
応

を
し
て
い
れ
ば
と
強
く
悔
や
ま
れ

る
。
日
々
事
務
を
処
理
す
る
中
で

常
に
注
意
を
払
い
、
問
題
点
の
早

期
発
見
、
解
決
を
旨
と
し
て
、
法

令
遵
守
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
評
価
の
実
情
と
目

的
、
ま
た
、
外
部
学
校
評
価
制
度

の
実
態
に
つ
い
て
。

�
学
校
運
営
の
改
善

�
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
、
以

上
が
目
的
で
実
情
に
つ
い
て
は
市

内
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
教
職
員
、
児
童
、
生
徒
、
保

護
者
等
を
対
象
に
学
校
運
営
、
学

習
指
導
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
、
学
校
教
育
活

動
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

客
観
性
や
公
正
さ
に
欠
け
る
こ

と
が
な
い
よ
う
文
部
科
学
省
の
研

究
指
定
を
受
け
、
西
彼
町
の
全
小

中
学
校
を
対
象
に
外
部
評
価
制
度

を
取
り
入
れ
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂

へ
向
け
た
取
り
組
み
は
。

平
成
十
九
年
度
内
に

学
習
指
導
要
領
の
告
示
が
行
わ
れ

る
状
況
で
あ
る
。
授
業
時
間
増
に

伴
う
総
合
学
習
削
減
に
つ
い
て
素

案
と
し
て
新
聞
報
道
の
段
階
で
正

式
文
書
は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
。

社
会
体
育
普
及
強
化
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
、
ま
た
施
設
の

管
理
運
営
と
ナ
イ
タ
ー
料
な
ど
使

用
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
と

設
立
準
備
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
現
在
の
使
用
料
金
は
一

定
の
統
一
化
は
図
ら
れ
て
い
る
と

判
断
し
て
い
る
が
、
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
使
用
料
金
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
プ
ー
ル
で
の
事
故

や
夏
休
み
中
の
水
難
事
故
の
報
道

に
つ
い
て
そ
の
後
の
対
応
策
は
。

西
海
市
所
有
の
プ
ー

ル
で
三
件
の
事
故
が
発
生
し
た
。

適
切
な
救
急
救
命
措
置
が
ほ
ど
こ

さ
れ
、
一
命
を
と
り
と
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

事
故
の
要
因
は
監
視
体
制
に
問

題
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
は
監
視
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
と
徹
底
を
指
導
。
ま
た
今

回
事
故
を
未
然
に
防
げ
な
か
っ
た

こ
と
を
深
く
反
省
し
、
管
理
運
営

に
万
全
を
尽
く
す
。

た
な
か

た
か
い
ち

田
中

隆
一
議
員

西
海
市
の
将
来
人
口
推
計
と
対
応
策
は

西海市の将来人口推計 長崎経済研究所

２０３０年

１１，７４０

１２，４６５

２４，２０５

２０２５年

１２，６５０

１３，４３３

２６，０８３

２０２０年

１３，５６６

１４，４５５

２８，０２１

２０１５年

１４，５０２

１５，４８１

２９，９８３

２０１０年

１５，３９７

１６，４７７

３１，８７４

２００５年

１６，２３９

１７，４４１

３３，６８０

西暦

男性（人）

女性（人）

総人口
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一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

総
務
課
長

イ
ノ
シ
シ
被
害
が
減
っ
た
の
か

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

産
業
振
興
部
長

地
域
独
自
の

社
会
教
育
事
業
を

積
極
的
に

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

西
海
市
と
し
て
大
雨
に

対
す
る
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

た
の
か
。
ま
た
、
休
日
に
お
け
る

緊
急
連
絡
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い

た
の
か
。

七
月
六
日
午
前
四
時
に

大
雨
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
、
本

市
で
は
、
午
前
四
時
三
十
分
に
災

害
警
戒
本
部
を
設
置
し
た

災
害
の
規
模
及
び
範
囲
か
ら
判

断
し
て
、
災
害
対
策
本
部
は
設
置

し
て
い
な
い
。

被
害

状
況
、
災
害
の

場
所
、
件
数
、

規
模
は
。

市
道

十
五
ヵ
所
、
普

通
河
川
一
ヵ
所
、

農
地
十
三
ヵ
所
、

農
業
用
施
設
三

ヵ
所
、
公
園
施

設
等
五
ヵ
所
で

被
災
総
額
は
約

六
千
四
百
万
円
で
あ
る
。

復
旧
の
状
況
は
。

公
共
災
害
復
旧
工
事
や

農
地
等
被
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

は
査
定
を
受
け
た
後
、
公
共
災
害

の
対
象
と
な
ら
な
い
箇
所
に
つ
い

て
は
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
復

旧
工
事
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

工
事
現
場
近
く
の
住
民

に
対
す
る
避
難
要
請
は
避
難
勧
告

で
あ
っ
た
の
か
、
自
主
避
難
で

あ
っ
た
の
か
。

災
害
警
戒
本
部
を
解
散

し
た
後
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ

た
の
で
、
土
木
事
務
所
と
の
連
携

調
整
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
避

難
者
へ
の
対
応
が
万
全
で
は
な

か
っ
た
。

今
後
万
全
な
体
制
を
行
う
。

高
規
格
道
路
の
工

事
の
関
係
が
あ
り
、
土
木
事
務
所

の
方
が
心
配
さ
れ
、
避
難
し
て
い

た
だ
い
た
。
市
と
し
て
は
自
主
避

難
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
状
況
及
び
被
害
金
額
は
。

西
海
市
全
体
で
四
十

二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
金

額
一
千
七
百
二
十
三
万
八
千
円

で
あ
る
。

猟
友
会
に
よ
る
捕
獲

頭
数
は
。

西
海
市
全
体
で
イ
ノ

シ
シ
百
十
頭
、
カ
ラ
ス
六
十
三

羽
で
あ
る
。捕

獲
器
具
購
入
費
の

個
人
的
支
援
は
で
き
な
い
か
。

箱
わ
な
一
基
一
万
円

の
補
助
、
く
く
り
わ
な
に
つ
い
て

は
補
助
は
な
い
が
今
後
検
討
す
る
。

狩
猟
免
許
取
得
に
つ
い
て
半
分
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

国
に
よ
る
電
気
柵
等
に

よ
る
進
入
被
害
防
止
事
業
に
関
す

る
条
件
緩
和
と
市
単
独
事
業
は
。

国
、
県
の
補
助
要
件
に

該
当
し
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
市

単
独
補
助
金
の
要
綱
を
見
直
す
。

イ
ノ
シ
シ
が
民
家
近
く

ま
で
出
没
す
る
要
因
と
し
て
遊
休

農
地
の
荒
廃
が
考
え
ら
れ
る
。
基

盤
整
備
を
進
め
る
べ
き
。

遊
休
農
地
解

消
五
ヵ
年
計
画
を
作

成
し
、
農
業
委
員
会

と
農
業
公
社
と
産
業

振
興
部
と
連
携
し
早

期
に
解
決
す
る
。

市
内
の
小
学
校
区
を
単

位
と
し
た
公
立
公
民
館
の
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
及
び
、
基
本
計
画

の
活
動
状
況
は
。

平
成
二
十
三
年
度
を

目
標
に
市
内
十
七
校
区
ご
と
に
整

備
す
る
。

現
在
、
大
串
小
学
校
区
エ
リ
ア

及
び
崎
戸
小
学
校
区
エ
リ
ア
に
つ

い
て
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

伝
統
芸
能
の
継
承
、
ふ
る
さ
と

だ
よ
り
の
発
行
、
青
少
年
の
体
験

活
動
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

公
立
公
民
館
の
設
置
が

な
い
校
区
に
つ
い
て
、
新
規
建
設

の
考
え
が
あ
る
の
か
。

組
織
作
り
を
第
一
と

し
て
い
る
た
め
、「
や
か
た
」
の

整
備
は
考
え
は
な
い
。
青
空
公
民

館
と
し
て
設
置
す
る
。

組
織
体
制
を
整
備
し
、
活
動
に

つ
い
て
は
既
存
の
公
共
施
設
を
活

用
し
た
り
、
自
治
公
民
館
を
使
用

し
て
事
業
を
展
開
す
る
。

い
だ

と
し
さ
だ

井
田

利
定
議
員

集
中
豪
雨
に
対
す
る
危
機
管
理
能
力
は

十
分
発
揮
さ
れ
た
の
か

イノシシイノシシの巣穴

生活道路災害状況

災害道路復旧状況

大串小
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一般質問一一般般質質問問

議
員

市
長

議
員

保
健
福
祉
部
長

議
員

保
健
福
祉
部
長

介
護
予
防
の
取
り

組
み
と
特
定
高
齢

者
の
早
期
見
極
め

は
ど
う
す
る

議
員

保
健
福
祉
部
長

議
員

保
健
福
祉
部
長

そ
の
後
の
離
島
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

議
員

市
長

議
員

保
健
福
祉
部
長

い
か
に
軽
易
な
医
療
に

と
ど
め
、
要
介
護
度
を
上
げ
な
い

よ
う
に
す
る
か
と
い
う
、
保
健
事

業
や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
、

今
後
、
自
治
体
の
財
政
運
営
の
大

き
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。こ

れ
ま
で
健
康
審
査
に

よ
る
健
康
相
談
、
保
健
指
導
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
検
診
を

受
け
て
、
ど
れ
だ
け
の
効
果
が

あ
っ
た
か
、
ま
た
、
医
療
費
の
抑

制
に
ど
れ
だ
け
つ
な
が
っ
た
か
等

の
分
析
ま
で
は
行
っ
て
は
い
な

か
っ
た
。
現
在
、
保
健
課
に
お
い

て
医
療
費
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て

も
分
析
作
業
を
進
め
て
お
り
、
年

度
末
ま
で
に
は
公
表
、
周
知
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

基
本
検
診
の
結
果
や
保

健
指
導
の
デ
ー
タ
管
理
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
て
、
ど
の
よ
う
に
活

か
さ
れ
て
い
る
の
か
、デ

ー
タ
管
理

は
保
健
課
の
保
健
師
で
行
い
、
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
会
計
も
管
理

し
て
い
て
、
連
携
は
き
わ
め
て
い

い
状
態
で
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

検
診
結
果
を
入
力
す
る
と
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
分
析
が
な
さ
れ
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
方

法
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
指
導
に
利
用
し

て
い
る
。

西
海
市
の
中
に
健
康
づ

く
り
推
進
地
区
を
設
け
、
そ
の
中

で
デ
ー
タ
を
と
っ
て
い
く
よ
う
な

方
法
も
考
え
た
ら
ど
う
か
。

そ
う
い
う
検

証
は
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
二
十

年
度
以
降
の
事
業
の
中
で
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

今
後
、
西
海
市
介
護
保

険
会
計
が
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い

く
に
は
、
介
護
予
防
が
ど
れ
だ
け

機
能
す
る
か
、
ま
た
、
今
後
、
要

支
援
、
要
介
護
に
移
っ
て
い
く
可

能
性
が
高
い
、
特
定
高
齢
者
を
、

ど
の
段
階
で
把
握
で
き
る
か
が
重

要
に
な
る
。

現
在
、
基
本
検
診
と
生
活
機
能

評
価
で
特
定
高
齢
者
を
抽
出
し
て

い
る
が
、
実
数
と
の
開
き
が
あ
る

よ
う
だ
。
別
の
方
法
も
確
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

全
国
的
に
み

て
も
現
在
の
抽
出
方
法
に
は
問
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
か
か

り
つ
け
の
病
院
で
、

医
師
か
ら
意
見
書

を
書
い
て
も
ら
い
、

そ
こ
か
ら
把
握
す

る
方
法
も
西
海
市

で
は
考
え
て
お
り
、

市
内
の
先
生
方
と

も
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
っ
か
り
し
た

調
査
で
特
定
高
齢

者
を
把
握
し
、
保

健
指
導
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

冊
子
「
健
康
さ
い
か
い

二
十
一
」
で
は
地
域
と
の
連
携
の

重
要
性
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
地

域
の
老
人
会
な
ど
を
通
し
て
見
極

め
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
。

地
域
と
の
連

携
を
と
る
う
え
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

は
大
変
重
要
な
団
体
で
あ
る
。
加

え
て
自
治
会
の
協
力
も
必
要
で
あ

り
、今
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
の
連
携
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

方
向
性
と
し
て
具
体
的
に
そ
の

よ
う
な
手
段
を
検
討
し
、
新
た
な

構
築
を
す
る
。

三
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
離
島
部
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

の
空
洞
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
市
長
の
理
解
も
あ
り
、
早

急
な
答
え
を
出
し
た
い
と
の
答
弁

を
い
た
だ
い
た
が
、
い
ま
だ
に
対

応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
明

確
な
答
え
を
聞
き
た
い
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
向
け
、
長
崎
地
域
リ
ハ
ビ
リ
広

域
支
援
セ
ン

タ
ー
、
リ
ハ
ビ

リ
事
業
者
と
の

協
議
や
、
専
門

職
員
に
よ
る
提

供
、
病
院
、
診

療
所
と
の
連
携

に
よ
る
体
制
の

確
保
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、

人
的
確
保
、
財

政
的
判
断
な
ど
、

結
論
を
見
出
す

と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
さ
ら
に
精
力
的
に
検

討
を
進
め
た
い
。

離
島
へ
の
認
識
を
も
っ

と
正
確
に
つ
か
ん
で
も
ら
い
た
い
。

も
は
や
高
齢
社
会
を
通
り
越
し
て

超
高
齢
社
会
に
入
っ
て
る
。
も
っ

と
短
い
期
間
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
実
が
あ
る
。
そ
し
て

こ
れ
は
離
島
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
十
年
後
、
十
五
年
後
の
西
海

市
の
縮
図
で
も
あ
る
。

将
来
に
お
け
る
西
海
市
の
問
題

解
決
策
の
ヒ
ン
ト
が
現
在
の
離
島

に
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
前
回
も

言
っ
た
よ
う
に
、
離
島
も
同
一
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
。
早
急
な

対
応
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

も
う
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
何
と

か
二
十
年
度
に
は
方
向
づ
け
が
で

き
る
よ
う
、
努
力
し
た
い
。
議
員

か
ら
の
二
回
に
わ
た
る
一
般
質
問

で
あ
り
、
三
回
目
の
質
問
が
な
い

よ
う
に
、
努
力
す
る
。

す
ぎ
さ
わ

や
す
ひ
こ

杉
澤

泰
彦
議
員

医
療
予
防
、保
健
事
業
の
取
り
組
み
は

健康増進に取り組む地域のみなさん
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皆
さ
ん
こ
と
し
の
夏
は
、
と
て
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

夏
バ
テ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

早
い
も
の
で
西
海
市
誕
生
か
ら
二
年
六
ヶ
月
…
。

合
併
後
の
声
は
と
言
う
と
、
余
り
芳
し
く
な
い
。
議
会
は
後
ろ

向
き
で
前
を
向
い
て
進
ん
で
な
い
と
か
、
税
は
増
え
た
上
に
、
補

助
金
・
助
成
金
は
減
額
さ
れ
る
一
方
だ
と
か
、
警
察
の
派
出
所
は

無
く
な
る
し
、
保
健
所
は
瀬
戸
か
ら
引
き
上
げ
る
。
合
併
し
て
も

良
い
こ
と
は
何
一
つ
な
い
と
不
平
不
満
の
声
で
あ
る
。

考
え
て
見
れ
ば
崎
戸
町
は
、
県
下
一
を
誇
る
福
祉
の
町
で
、
行

政
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
き
、
他
町
に
比
べ
て
良
過
ぎ
た
訳
で
、

不
満
で
あ
る
の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
他
町
と
肩
を
並
べ
る
の
で

あ
れ
ば
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

プ
ラ
ス
面
で
は
、
人
事
交
流
が
上
げ
ら
れ
る
。

案
外
良
い
線
を
い
っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
よ
う
だ
。
普
通

は
良
く
知
っ
て
い
て
慣
れ
て
居
る
地
元
職
員
が
良
い
と
思
い
勝
ち

だ
が
、
人
の
交
流
の
結
果
は
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
知
的
に
積

極
的
に
、
建
設
的
に
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
効
果
を
上
げ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

市
が
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
市
民
は
承
知
し
て
い

る
。
併
し
、
市
民
が
合
併
し
て
善
か
っ
た
と
喜
ぶ
様
な
こ
と
を
一

つ
で
も
い
い
か
ら
打
ち
出
し
て
欲
し
い
。
何
よ
り
も
市
民
が
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
確
保

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

希
望
が
見
え
る
よ
う
な
合
併
効
果
を
！

崎
戸
町
江
島
住
民

市市
民民
のの
皆皆
様様
かか
らら
のの
ごご
意意
見見
をを
募募
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
五
九（
三
七
）〇
〇
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
九
五
九（
三
七
）〇
二
二
六

江
島
小
学
校
は
平
成
十

九
年
度
に
小
学
生
が
い
な

く
な
り
休
校
と
な
っ
た
。

現
在
は
中
学
生
が
一
人

だ
け
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
残
念
な
が

ら
中
学
校
も
二
十
一
年
度
を
も
っ
て

休
校
に
な
る
。

学
校
存
続
が
保
護
者
・
島
民
の
間

で
は
揺
る
ぎ
な
い
問
題
と
し
て
広

が
っ
た
。「
学
校
が
危
な
い
！
」

「
学
校
」
と
は
島
民
に
と
っ
て
は
、

た
だ
単
に
子
ど
も
達
が
勉
強
を
学
ぶ

所
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
面
で
多

目
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。

春
は
学
校
開
放
・
秋
は
運
動
会
等

多
く
の
学
校
行
事
は
、
同
時
に
地
域

の
行
事
で
も
あ
る
。

神
社
祭
典
な
ど
地
域
行
事
の
主
役

は
、
学
校
に
通
う
子
ど
も
達
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
自
分
が
通
っ
た
学
校
に

多
く
の
思
い
出
と
誇
り
を
持
っ
て
生

き
て
き
た
。
学
校
へ
の
思
い
は
、
年

を
重
ね
る
ほ
ど
強
く
な
る
よ
う
だ
。

地
域
文
化
の
発
展
は
、
学
校
に
始

ま
る
。

（
広
報
委
員
一
同
）
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